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九条の会．ひがしなだ 

                     

第 150 号 
 

２０２２年 

６月２３日 

 

事務局 西谷利文 Tel 080-1485-5603  E-mail  nishi-t@hm.h555.net 

 

    FK 元弁護士の“ここがポイント”                                     

          9 条こそが導きの糸 
深草 徹 

 

はじめに、拙著『９条とウクライナ問題 試練に立つ護憲派の混迷を乗り超えるために』（あけび書房）

を紹介させて頂きます。 

私は、この２月２４日、ロシアのウクライナ侵略開始以来、毎日のようにブログに私の考えを書き綴

ってきました。これらの記事はバラバラに書かれたものですが、決して行きあたりばったりの思いつき

の羅列ではなく、一貫した考えが基調をなしています。 

それは、どんな理由があっても侵略は絶対に許してはならいない、これに抵抗する人は何がなんでも

支援しなければならない、という考えです。それは、まずは素朴な正義感、人間なら誰しも持っている

「弱きを助け、強きをくじく」という人間的感性のしからしめるものですが、実際に指針となるのは人

類が永年の苦闘、知恵と工夫によって平和に人間らしく生きるために不可欠なものとして作り上げた、

もろもろのインフラ――憲法第９条、国際法・国連憲章、法の支配、立憲主義、国連による集団的安全

保障—――を守り、それらがその目的・役割を果たせるようにしなければならない、という論理的考察

によるものです。 

本書は、これらの記事をもとに書かれています。９条を持つ私たちは、何故、ロシアの侵略と無差別

殺戮を糾弾し、ロシア軍の即時撤退を求め、ウクライナ人民を支援する行動の先頭に立たなければなら

ないのか、解き明かしています。 

ウクライナ問題でも、９条こそが導きの糸なのです。 

                     （深草憲法問題研究室主宰、九条の会ひがしなだ筆頭代表世話人） 

 

 

安かろう、悪かろう？！        横林賢二 

高度成長期の「安かろう、悪かろう」の言葉を思い出しました。

高齢者の方は憶えていると思います。 

今年に入り、ウクライナ問題がある中で、物価上昇は今後も続く

と予想されています。しかも、実質賃金は下がりっぱなしです。 

（左表：厚生労働省） 

岸田首相は当初「賃上げ」を言っていましたが、選挙

前になって、「賃上げ」を言わなくなりました。選挙前

だからとにかく新たな問題で選挙の争点にしたくないと言う姿が見え見えです。 

4 月から年金が減らされた高齢者も、実質賃金が下がる労働者も怒りの声を選挙で示し

ていかなくてはなりません。 

「安かろう、賃金・年金」「悪かろう、岸田政権」の合言葉を拡げていきましょう。 

                              熟年者ユニオン 73歳 

                                        6月９日記 
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映画鑑賞 

        「ちむぐりさ～菜の花の沖縄日記」 

        ～～沖縄基地問題を””自分ごと””としてーーその②～～   

                                                             山本 優 
基地建設反対の人々との交流ばかりだった彼女に、その漁師の方は、

こう言います。反対しても止まらない、止まってない。だったら条件付

きで受け入れる。ただ賛成じゃないよ。 

これを聞いた彼女は、大粒の涙を流します。 

この題名「ちむぐりさ」ーーこれは「悲しい」いう意味の言葉がない

ウチナーグチ（沖縄のことば）で、この悲しいに近いことばです。しか

し本当の意味は、“誰かの心の痛みを自分の悲しみとして、一緒に胸を痛めること”。このとき彼女は、

まさに「ちむぐりさ」を感じていたのでしょう。でもそれで終わらずに、自分にできることに精一杯取

り組みます。私たちヤマトンチュー（沖縄の人から見て内地＝本土の人）に必要なことは。まさにこれ

だと思います。 

沖縄の基地問題は沖縄の問題ではなく、私たち日本の問題だと考えない限り、いつまでたっても進展

はありません。自分ごととして、今できることに真摯に取り組もう・・・彼女の若い力に大きな刺激を

受けました。                                     （完） 

                                    （神戸市立中学校教員、東灘区在住） 

 

沖縄に学ぶ 

学びある沖縄戦争の歴史と未来 
                                                  阿部雄介 
５月３日から５月５日にかけて、ZENKO 沖縄ユース平和参加

団で 3 回目となる今回の活動も考える事を体現でき、学びある

ものになりました。沖縄では常に民意を無視され、法律も裁判

所が政府の言いなりとなり法の効力を活かせない。そんな中で

も、常に新たな戦術と政府に対する不条理を訴える力は敬意を

覚えます。 

1 日目では、辺野古基地がいかに違法工事なのかと 8 つの問

題点について学び、グラスボードで貴重な珊瑚を鑑賞し、爆音

訴訟が前身の最中に裁判官の異動で振り出しに戻る等の話を聞

きました。交流会では、皆美しい珊瑚や生態系が壊される問題

や政府の愚行に怒りを覚えました。 

２日目ではひめゆり学徒隊の事を学び、生徒達の行動、先生の行動、住民の行動、兵士、司令官の行

動やガマでの生活等、様々なやり切れない思いと何故そのように至ったのかを考えさせられました。愛

国教育や同調圧力の中でも、おかしいと感じ動く人達が存在していた事にユースメンバーは尊敬と亡く

なった悔しさに苛まれました。 

3日目では基地飛行機の爆音問題や、基地の火の消化剤 PFOSによる環境汚染問題、基地返還によるメ

リットや基地として土地を奪われた人達に対し契約書なしを理由に返還しない問題を語られました。基

地がある事がほんと平和と疎遠となる事を皆感じました。 

充実ある三日間でした。沖縄戦が未だ終わらず植民地として政府のいいようにされている現状は許せま

せん。しかし、感想だけで終わればそれは学んだとは言えない。地元で私達が学んだ沖縄で起こった過

去と現代と未来の姿を伝え、一人でも多くの人に基地の存在は不要だと訴え発信行く事が沖縄の人達を

助ける事だと思います。 

                              （ ゴンチャロフ労働組合執行委員長） 
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一中学生の記憶（昭和 20年 6月 5 日）神戸大空襲被災の記 ⑥ 

         

 ～運動場に半分に並べられた百人百様の遺体～ 

吉本圭介 
その夜、父が帰って来た。借りていた近くの畑に作っていた

防空壕で、一家団欒の場を持つことができた。壕はやや大きか

ったので、母は一部分を近所の人に貸してあげていた。畑には

父が植えていたそら豆がいっぱいぶら下がっていた。防空壕に

は田舎から送って貰っていた純米があり、毎日食べることに困

ることは無かった。それにしても、父は詰め所に出向くと夕方まで帰って来なかった。心配しながらも、

母は何故かそのことにあまり触れようとしなかった。 

 翌日、防空壕から少し離れたところで一人ぼんやり座っていると、知らないおじさんが「今、小学校

の運動場に死体を沢山並べているよ」と耳元でささやいた。見て来てごらんとは言わなかったが、近く

でもありフラリと行ってみた。 

 運動場の半分ほどに、遺体が頭を東にして並べられていた。50体ほどあったろう。全身黒焦げになっ

てどこの誰か判別がつかなくなっている人、眠っているのではないかと思うほど無傷の人、赤子を抱き

しめ髪が乱れ顔にふりかかっている若いお母さん、黒こげになって片足だけを上げたままの男性、とい

うように百人百様の死体の集まりであった。ほぼ 1メートル間隔で並べられていたが、その中を一組の

老人夫婦が一人ひとりの遺体を覗き込んでいたが、家族か知人を探しているようであった。 

 翌々日、気になってまた運動場を覗いてみたが、きれいに掃除され、死体は見当たらなかった。考え

てみると、父がほとんど帰って来なかったのは、おそらく遺体や運動場の整備に関わっていたからだろ

う。夕食で一緒になっても、父は無論のこと、母も父の帰って来なかったことについて聞こうとしなか

った。数週間前に近くの人が、戦況がよくないことを近所の人に話していたが、憲兵（注１）に連れら

れて行ったと聞いていた。遺体収集のことを話題にすることは、戦意をそぐものとして当局ににらまれ、

連行されるかもしれない。そのため、家族の間でも禁句だったのである。 

                                     （川西市在住） 
（注１）＜憲兵＞ 陸軍の組織にあって、軍事警察をつかさどる兵科。取り締まる対象は戦況が悪化するにつれて、

一般国民の思想弾圧にも向けられた。 
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ハナ絵モンの思い 

寺田さんの応援お願いします 

関本（市川）英恵 
漫画家寺田浩晃さんの本が全国展開されるよう応援するクラ

ウドファンディングが始まっています。寺田さんは、私が「22

歳が見た、聞いた、考えた『被災者ニーズ』と『居住の権利』

借上復興住宅・問題」と「住むこと 生きること 追い出すこと 

9 人に聞く借上復興住宅」を出版する際に、マンガを担当して

くださった方です。昨夏フジテレビ「世にも奇妙な物語」にて

自作「三途の川アウトレットパーク」が実写ドラマ化されるな

ど素晴らしい才能をお持ちなのですが、難病がを患い、今も闘

病中です。     

様々なことを諦めざるをえなくなりましたが、自分の生きた証を、大好きな本というかたちで残した

いと、You Tubeで作品やおもいを発信して来られました。そして 5月、念願の出版が実現しました。し

かし、小さな出版社からのため、基本的に地元書店やネットでの販売となります。下記をご覧いただき、

共感してくださった方は、全国展開の応援お願いします。 

https://camp-fire.jp/projects/view/587247  

（「憲法の歌」作詞者） 

 

２０２２年原水爆禁止 

国民平和大行進 
 

 ２０２２年国民平和大行進の兵庫県内 

の予定は右表のとおりです。 

 ロシアのウクライナ侵略が続き、 

プーチン大統領が、核兵器の使用を 

ほのめかすなか、今年の原水爆禁止の 

運動は格別重要なものとなっています。 

 核兵器の廃棄をめざして、一歩でも 

二歩でも運動に参加しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

カンパの郵便振替口座 

 口座記号 ００９００－６ 

 番  号 ２１７１２９ 

 名  義 九条の会.ひがしなだ 

 

2020 年、大阪府から兵庫県への引継式 

（川西市役所前） 
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